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説明要旨及び説明項目
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【説明要旨】

第５次海田町総合計画後期計画について、現時点での計画素案や今後の取組を提示し、まち

づくり推進委員のご意見をお伺いしながら今後の計画策定やまちづくりに生かしていくもの

【説明項目】

（議題１）

Ⅰ 計画策定にあたって

Ⅱ 計画策定に向けての諸分析

Ⅲ 後期計画基本方針

Ⅳ 後期計画素案（別冊）

（議題２）

Ⅴ 計画策定に係る取組と今後のプロモーション



説明項目
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Ⅰ 計画策定にあたって

Ⅱ 計画策定に向けての諸分析

Ⅲ 後期計画基本方針

Ⅳ 後期計画素案（別冊）

Ⅴ 計画策定に係る取組と今後のプロモーション



総合計画策定の趣旨と位置付け
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● 新しいまちづくりの指針として、総合計画を策定

海田町や社会を取り巻く状況は、厳しい財政事情と地方分権、少子高齢化と人口の減少・停滞、
地球環境問題など多岐にわたっています。こうしたことを踏まえながら、海田町として住民生活を
支え、地域の活力を高める行政を展開していく必要があります。

そのため、海田町のまちづくりの方向性を明らかにする指針として、行政の継続性も保ちつつ、
総合計画を策定しています。また、総合計画は、地域の人口推移等に関する長期計画である「地方
版総合戦略」としての取組を内包したものとして、一体的に策定しています。

なお、平成23（2011）年の地方自治法の改正により、基本構想の法的な策定義務はなくなりまし
たが、海田町では海田町議会基本条例第12条の規定に基づき、議会の議決を経て総合計画を策定し
ます。



計画の構成と期間（計画体系）
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総合計画は、①基本構想、②基本計画、③実施計画によって構成されます。
① 基本構想

海田町が目指す都市像とその実現のための施策の基本方向などを明らかにするものです。
② 基本計画

基本構想の達成に必要な施策の方針と具体的な施策を体系的に定めるものです。
社会状況の変化や計画の進捗状況に対応するため、5か年の計画（前期基本計画と後期基本計画）の策定を

図ります。
③ 実施計画

基本計画の実施のために必要な事務事業を明らかにする中期計画で、基本構想、基本計画をもとに、別途作
成します。
実施計画の計画期間は3年間とし、毎年度ローリングを行い、目指す都市像の達成に向けて、現実に即した

弾力的な対応を図るものです。



計画の構成と期間（後期基本計画（令和8年度～令和12年度））
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計画策定体制と住民意見交換等

7

町民アンケート
（かいた未来
アンケート）

町長タウン
ミーティング

パブリック
コメント

（議決機関）（執行機関）



計画策定スケジュール（令和６年度実績）
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時期 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

住民

まちづくり
推進委員会

議会

【令和６年度取組実績】

◆町長対話（魅力向上/活動団体）

◆町民アンケート実施

◆町長対話（魅力向上/高校生）

◆町長対話（魅力向上/自治会）

◆事業執行状況

◆アンケート実施前説明 ◆アンケート結果説明

◆事業執行状況

◆R7事業概要説明

◆

アンケート結果
R7事業計画等

◆町民アンケート結果公表



後期計画策定スケジュール
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時期 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

住民

まちづくり
推進委員会

議会

【令和7年度取組予定】

◆町長対話（にぎわい）

◆町長対話（防災）

◆町長対話（福祉）

◆概要等説明

◆12月議会で議案提案

◆

実施計画等説明

◆素案説明 ◆計画案説明

◆素案等説明

◆パブリックコメント

◆計画案等説明

◆議決後に計画公表

◆

実施計画説明
（必要に応じ随時個別説明）



前期計画と後期計画の違い（後期計画策定にあたっての基本的考え方）
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【情報の時点更新、前期計画の検証結果や社会情勢の変化などを踏まえた見直し】
・後期計画策定時点の各種情報の時点更新を図る。
・前期計画で掲げた目標の達成状況や町民アンケート調査結果、直近の人口推計、
社会情勢の変化等を踏まえて、成果指標や行動指標の見直しを図る。

【新たな視点】
・令和６年度施政方針から新たな視点をベースに、説明項目を改めた。施政方針と
後期計画の関連性を分かりやすくするために、後期計画においては、施政方針ベー
スでの新たな視点も取り入れたうえで、今後５年間での基本方針等を整理する。

【概要版（PRブック）の作成】
・町の魅力を内外に発信し、定住人口、関係人口の促進等に向けたプロモーション
活動などに活用するため、後期計画の内容を概要版としてまとめる。

【基本構想】
・10年計画である基本構想部分は、後期計画においても継承する。



前期計画と後期計画の違い（黒字下線：時点更新、赤字下線：新規項目）
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第５次総合計画（基本構想＋前期計画）
2021～2030

【序論】
第１章 計画策定の趣旨
第２章 計画の構成と期間
第３章 海田町の特性と主要課題

【基本構想】
第１章 まちづくりの基本理念
第２章 目標人口
第３章 施策の大綱及び基本施策
第４章 計画の推進

【前期基本計画】
第１章 分野別計画
第２章 地区別計画(地区別人口推計含む)
第３章 計画の推進力

【附属資料】

第５次総合計画（後期計画）案
2026～2030

【序論】
第１章 計画策定の趣旨、構成と期間
第２章 海田町の特性と主要課題
第３章 前期計画の検証
第４章 人口ビジョン（地区別人口推計含む）

（基本構想は後期計画においても継承する。）

【後期基本計画】
第１章 後期計画基本方針～新たな視点～
第２章 分野別計画
第３章 計画の推進力

【附属資料】



説明項目
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Ⅰ 計画策定にあたって

Ⅱ 計画策定に向けての諸分析

Ⅲ 後期計画基本方針

Ⅳ 後期計画素案（別冊）

Ⅴ 計画策定に係る取組と今後のプロモーション



【序論】第２章 海田町の特性と主要課題（アンケート分析）
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【序論】第２章 海田町の特性と主要課題（アンケート分析）
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【序論】第２章 海田町の特性と主要課題（アンケート分析）
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【序論】第２章 海田町の特性と主要課題（アンケート分析）
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【序論】第３章 前期基本計画の検証
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【序論】第３章 前期基本計画の検証
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【序論】第３章 前期基本計画の検証
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【序論】第４章 人口ビジョン（人口分析）
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【序論】第４章 人口ビジョン（人口分析）
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【序論】第４章 人口ビジョン（人口分析）
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【序論】第４章 人口ビジョン（人口分析）
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【序論】第４章 人口ビジョン（人口分析）
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【序論】第４章 人口ビジョン（人口分析）
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【序論】第４章 人口ビジョン（人口分析）
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【序論】第４章 人口ビジョン（人口分析）
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【序論】第４章 人口ビジョン（将来人口推計）
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【序論】第４章 人口ビジョン（まとめ）
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【序論】第４章 人口ビジョン（まとめ）
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【序論】第４章 人口ビジョン（まとめ）
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説明項目
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Ⅰ 計画策定にあたって

Ⅱ 計画策定に向けての諸分析

Ⅲ 後期計画基本方針

Ⅳ 後期計画素案（別冊）

Ⅴ 計画策定に係る取組と今後のプロモーション



後期計画基本方針（現状と課題と対策）
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第５次海田町総合計画後期計画策定に向けた町長インタビュー概要①
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■ 町長が描く海田町の目指す姿
⇒ センスのよいまち（緑豊かな住環境、景観がよい、活気があって楽しいなど）
⇒ 都心から一番近い「良質な住環境」と「快適な都市環境」が同居するまち
（住環境が整っていて住みやすい町、その結果、若い子育て世代の流入がしっかりとある町）

⇒ 「海田に来れば心豊かな暮らしができる」というポジティブなイメージ
⇒ 「住み続ける価値の高いまち」というブランディングの確立
⇒ 広島の究極のベッドタウンというポジション＝まちの価値を上げる開発誘導

＝まちの景観価値と環境価値を高めれば資産価値も高まる
＝便利でも環境の悪い地域より、多少不便でも環境の良い地域が選ばれる

■ 町長が思う海田町の課題
⇒ 町の認知度の低さ、目的地やブランドの不足
⇒ サードプレイスの不足
⇒ 沿道開発（ロードサイド店舗）の低調
⇒ 官民連携（活動人口（プレイヤー）、関係人口、地域貢献企業）の弱さ
⇒ 新旧住民の融合（シビックプライドの醸成）
⇒ 町のポテンシャルを高めるための具体的な指針

（デザインガイドライン（紫波町オガール）、ブランディングプラン（流山市））の不足



第５次海田町総合計画後期計画策定に向けた町長インタビュー概要②
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■ 後期基本計画に反映したいポイント
⇒ 海田を進化させる生存戦略（町民も役場も課題を直視し、挑戦を続け、失敗から学び進化・適応するまちへ）
⇒ 「１０年後、誰もが憧れるまち」スローガンの下、
①たまっていた「宿題」を片付ける②これからの未来に「投資」する③「変わり続ける力」を身に着ける という３つの視点

⇒ 公約の具体化（短期、中期、長期の区分、ロードマップ）
⇒ 定住人口（現在の町民and未来の町民）獲得のエビデンスとしての政策・施策

■ かいた未来アンケートから見る町民ニーズに関する考え
⇒ 日々の暮らしに困るレベルの不満はないがこの町でなければならない決め手（付加価値）に欠けている印象

■ 海田町の広島県における位置づけ、役割に関する考え
⇒ 広島都市圏東部の玄関口
⇒ 広島都心、呉、東広島のトライアングルの重心にあるハブ都市

■ 総合計画の構成、デザインについて
⇒ 渋谷区のようなスタイル（施策の柱に、現状と課題（課題背景）

→基本目標→施策の方向性（施策内容）→成果指標）が分かりよい。
⇒ 概要版は本町のＰＲ資料やコンセプトブックとしても活用したい。

（素材は（企業版）ふるさと納税パンフなどにも）
⇒ ＨＰのデザイン改修や広報の見直しともリンクさせる。
⇒ 町民の声を施策の推進力に使う



後期計画基本方針（目指すまちづくり）
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後期計画基本方針（新たな視点）
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後期計画基本方針（新たな視点に係る重点事業）
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新たな視点 後期計画重点事業 総合計画（施策大綱）－基本施策

［誇りと愛着］
懐かしい風景と愛しい
思い出が残るまち

街のランドマーク「新駅」の誘致に向けた検討の
推進

３⃣－計画的な土地利用の促進

人と地域を育む「小学校」建替計画の推進 １⃣－学校教育の充実

四季を感じる「お祭り・イベント」の通年開催 7⃣－まちの魅力を活用した関係人口増加

「西国街道」再生プロジェクトの推進 7⃣－まちの魅力を活用した関係人口増加

［賑わいと活力］
未来につながる、あら
たなチャレンジが生ま
れるまち

公共施設のファシリティマネジメントの推進 ５⃣－生涯学習の推進、計画の推進力
共感と参加をテーマとした広報広聴の推進 7⃣－地域活動と多様な担い手によるまちづくり

地域で頑張る「中小企業」の支援強化 7⃣－商工業の振興

魅力的な店舗の誘致 7⃣－商工業の振興

［子育てと教育］
切れ目なく成長し、学
習しつづけるまち

子育て家庭支援サービスの向上（３つの無償化） １⃣－子育て支援の充実

「海田っ子応援基金」等を活用した学びの環境改善 １⃣－学校教育の充実

海田版「小中一貫教育」の推進 １⃣－学校教育の充実

［健康と生きがい］
一生、自分らしく生き
られるまち

高齢者、障がい者等への相談支援体制の充実 ４⃣－高齢者、障がい者福祉の推進

高齢者の活躍機会の創出 ４⃣－高齢者福祉の推進
健康寿命の延伸 ４⃣－健康づくりの推進

［安全と安心］
人の意識と自然の恵み
で、未来を守るまち

地域における防災力の一層の強化 ２⃣－防災・減災体制の強化

町民の生命と財産を守る防災インフラの整備 ２⃣－災害復旧復興・インフラ強靭化

３Rによるごみ減量化の推進 ６⃣－環境保全と循環型社会の形成



新たな視点（ヒューマンスケールのまち）
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「ヒューマンスケールのまち」とは、住民の視点や人間の活動を起点に設計され、都市や公共空間が人間にとって快適で利用し
やすいスケールで整備されたまちのことを指します。この考え方は、歩行者や地域住民の生活を中心に据え、車や巨大なインフ
ラよりも「人」の存在を重視する都市デザインに基づくものです。

歩行者優先のデザイン
歩道や自転車道が充実しており、人が安全で快適に移動できる空間が整備されている。例えば、車の交通量を減らしたり、広い
歩道を設けたりします。

公共空間の充実
公園や広場、街角カフェ、オープンマーケットなど、住民が集まりやすい場所が多い。これによりコミュニティの交流が促進さ
れます。

地域の特性を活かした設計
人が心地よく感じるような高さの建物やデザインを採用し、地域の文化や歴史を感じられる街並みを形成します。

多様な移動手段の提供
徒歩や自転車の他にも、公共交通機関が充実しており、誰でも簡単にアクセスできる。これにより車に頼らず生活できる。

環境配慮
緑地や植栽が豊富で、生態系に配慮。排出ガスを減らす設計やエネルギー効率の高い施設が特徴。

住環境の近接性
住む・働く・買い物をするなど、日常生活に必要な場所が徒歩圏内に集まっている。これにより、移動にかかるストレスが減少。

典型的な例
ヨーロッパの古い街並み（例：コペンハーゲン、アムステルダム）：歩行者や自転車が中心にデザインされている地域が多い。
日本の一部の小規模な地方都市・地域（例：京都の一部地区、祝島など）：自然や文化を活かした人に優しい設計が見られる。
「ヒューマンスケールのまち」は、数値ではなく、人々が街の中でどれだけ快適に活動・交流できるかを基準とした都市設計の
考え方とも言える。



後期計画（第２章－第３章）
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後期計画分野別計画（記載例）
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施策大綱

基本施策

具体施策



後期計画分野別計画（記載例）
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後期計画分野別計画（記載例）
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後期計画における
重点事業には
（重）を記載



後期計画基本方針（基本施策別重点事業一覧）

44

基本施策 重点事業及び主な取組 新たな視点

子育て支援の充実 （重点）子育て家庭支援サービスの向上（３つの無償化） 子育て・教育

学校教育の充実 （重点）人と地域を育む「小学校」建替計画の推進 誇りと愛着

学校教育の充実 （重点）海田版「小中一貫教育」の推進 子育て・教育

学校教育の充実 （重点）「海田っ子応援基金」等を活用した学びの環境改善 子育て・教育

災害復旧復興・インフラ強靭化 （重点）町民の生命と財産を守る防災インフラの整備 安全・安心

防災・減災体制の強化 （重点）地域における防災力の一層の強化 安全・安心

計画的な土地利用の促進 （重点）街のランドマーク「新駅」の誘致 誇りと愛着

健康づくりの推進 （重点）健康寿命の延伸 健康・生きがい

高齢者、障がい者福祉の推進 （重点）高齢者、障害者等への相談支援体制の充実 健康・生きがい

高齢者、障がい者福祉の推進 （重点）高齢者の活躍機会の創出 健康・生きがい

生涯学習の推進、計画の推進力 （重点）公共施設のファシリティマネジメントの推進 賑わいと活力

環境保全と循環型社会の形成 （重点）３Rによるごみ減量化の推進 安全・安心

地域活動と多様な担い手によるまちづくり （重点）共感と参加をテーマとした広報広聴の推進 賑わいと活力

まちの魅力を活用した関係人口増加 （重点）「西国街道」再生プロジェクトの推進 誇りと愛着

まちの魅力を活用した関係人口増加 （重点）四季を感じる「お祭り・イベント」の通年開催 誇りと愛着

商工業の振興 （重点）地域で頑張る「中小企業」の支援強化 賑わいと活力

商工業の振興 （重点）魅力的な店舗の誘致 賑わいと活力

基本施策 後期計画重点事業 新たな視点

子育て支援の充実 （重点）子育て家庭支援サービスの向上（３つの無償化） 子育て・教育

学校教育の充実 （重点）人と地域を育む「小学校」建替計画の推進 誇りと愛着

学校教育の充実 （重点）海田版「小中一貫教育」の推進 子育て・教育

学校教育の充実 （重点）「海田っ子応援基金」等を活用した学びの環境改善 子育て・教育

災害復旧復興・インフラ強靭化 （重点）町民の生命と財産を守る防災インフラの整備 安全・安心

防災・減災体制の強化 （重点）地域における防災力の一層の強化 安全・安心

計画的な土地利用の促進 （重点）街のランドマーク「新駅」の誘致に向けた検討の推進 誇りと愛着

健康づくりの推進 （重点）健康寿命の延伸 健康・生きがい

高齢者、障がい者福祉の推進 （重点）高齢者、障がい者等への相談支援体制の充実 健康・生きがい

高齢者、障がい者福祉の推進 （重点）高齢者の活躍機会の創出 健康・生きがい

生涯学習の推進、計画の推進力 （重点）公共施設のファシリティマネジメントの推進 賑わいと活力

環境保全と循環型社会の形成 （重点）３Rによるごみ減量化の推進 安全・安心

地域活動と多様な担い手によるまちづくり （重点）共感と参加をテーマとした広報広聴の推進 賑わいと活力

まちの魅力を活用した関係人口増加 （重点）「西国街道」再生プロジェクトの推進 誇りと愛着

まちの魅力を活用した関係人口増加 （重点）四季を感じる「お祭り・イベント」の通年開催 誇りと愛着

商工業の振興 （重点）地域で頑張る「中小企業」の支援強化 賑わいと活力

商工業の振興 （重点）魅力的な店舗の誘致 賑わいと活力



説明項目
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Ⅰ 計画策定にあたって

Ⅱ 計画策定に向けての諸分析

Ⅲ 後期計画基本方針

Ⅳ 後期計画素案（別冊）

Ⅴ 計画策定に係る取組と今後のプロモーション



説明項目
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Ⅰ 計画策定にあたって

Ⅱ 計画策定に向けての諸分析

Ⅲ 後期計画基本方針

Ⅳ 後期計画素案（別冊）

Ⅴ 計画策定に係る取組と今後のプロモーション



町長タウンミーティング（第１弾）
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町長タウンミーティング(第１弾）
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撮影：織田泰正氏



町長タウンミーティング(第２弾）
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町長タウンミーティング（第３弾）
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韓国国土研究院及び仁川大学視察研修及び意見交換（R7.7.30）
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【視察趣旨】

• 現在、韓国の国土研究院( https://www.krihs.re.kr/eng/ )のプロジェクトチームでは、日本の地方公共
団体の政策評価システム、ならびに市民の意見の政策への反映状況に関する調査研究を進めている。

上記につき、7月の末に広島市役所および広島県庁での関係者へのヒアリングとあわせて、
海田町でも、町民の皆様の声を町政にどの様に生かしているか、特にかいた未来アンケートの海田
町総合計画への反映や、政策・施策のPDCAサイクルなどに関し、話を伺うもの

https://www.krihs.re.kr/eng/


韓国国土研究院及び仁川大学視察研修及び意見交換（R7.7.30）
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【意見交換】

• 日本の地方公共団体において、都市計画マスタープランなど個別計画については、それぞれ法的根拠が
ある一方で、最上位計画となる総合計画については（自治法改正により策定義務づけが廃止されたこと
により）法的根拠がないことは少し疑問に思う。

• 海田町の前期計画で成果指標、行動指標あわせて225個あるというのは大変驚き。韓国の市町村レベルで
はそこまで設定していない。指標のＰＤＣＡサイクル実践だけで疲弊しないか少し心配。

• 海田町のアンケート分析において、年齢別、小学校区別、居住年数別でのクロス集計をしていることは
理解したが、韓国の実例でいうと、性別、学歴、所得水準、車、こどもの有無などを聞いており、これ
らの属性がクロス集計をしたら興味深い結果が得られると思う。



まちづくりの課題とシティプロモーション
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• 今後到来することが予想される本格的な人口減少局面に対応するためには、本町において

も、町外への流出を抑えつつ、新たな人口獲得のための、人口減少対策、関係人口創出の取

組が急務である。

人口減少対策、関係人口創出

• 人口動態を分析すると、本町では、特に２０代の若者、子育て世代の転出入による社会増減

が大きい。

• 若者や女性にも選ばれる地域づくりをすすめ、これから居住地を探す子育て世代の人口の厚

みを維持、増加させることが不可欠

ターゲット層

• 総合計画後期計画で掲げる施策を推進し、目標人口を達成するためにも、「暮らしやすさ」

の様々な魅力、強みを最大限に生かしながら、「かいたブランド」を確立し、内外に積極的

に発信する戦略的なシティプロモーションが必要

シティープロモーション



３つのプロモーション
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• 海田町「外」に向けて、海田町の特徴を訴求していく活動

• 住民の転入促進、関係人口の増加や企業誘致等を目指す。

アウター

プロモーション

• 海田町「内」に向けて、海田町の特徴を訴求していく活動

• 町への愛着と誇り、シビックプライドの醸成の促進により、定住意向

の増加、転出抑制、Uターンの拡大等を目指す。

インナー

プロモーション

• 「内部組織、海田町職員」に対して海田町の特徴を訴求していく活動

• 職員のモチベーションのアップ、離職の防止、職員に対して目指すべ

きまちの姿の共有・浸透を図る。

インターナル

プロモーション



これまでの取組と今後の展開
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R6

組織改編により令和６年度から「かいたブランド課」を設置

ブランドイメージの向上、町の魅力発信、PRをミッションとし、旧千葉家住宅２５０年記念事

業の盛り上げ等に取り組む。

R7

後期計画策定、町PRブック（概要版）作成及び統一的なデザインの確立

ブランドロゴ・メッセージの策定

統一的なデザインに基づく町ホームページ、町広報紙等の見直しの取組

R8

後期計画に基づくまちづくりの推進

定住人口、関係人口の増加につながるプロモーションの展開

（仮案）町制施行70周年記念事業×昭和100年プロジェクト etc.

（ロゴ出典：内閣官房「昭和100年」関連施策推進室）
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まちの魅力発信・PRの展開

• アウタープロモーションのメインツールとして。

• 「海田町の日常」をテーマとした写真の使用、ビジュアルの統一化等 により、

「見たい・目に留まる」ページに。

町ホームページ

• インナープロモーションのメインツールとして。

• 行政情報の掲載だけでなく、参加型企画などを通して住民とのつながり、

コミュニティの活性化を図る。

• 「読みたい・手に取りたい」広報紙に向けた紙面の充実を図る。

広報紙

• 広報紙の補完（紙面には掲載できないリアルタイムの情報、動画、写真）

• UGC（ユーザー作成コンテンツ）の活用による住民参加、まちのファン増加につながる取組

SNS

• 町制70周年記念事業によるイベント展開による誇りと愛着の醸成（仮案）

• アート×地域活性化

四季を通じたお祭りや様々な仕掛け


